
④ 作戦タイム・振り返り・練習の時間の充実（タブレット型コンピュータ等の活用） 
自分やチームを写した画像からゲームでの技能のポイントや作戦がどうだったかを振

り返ったり、次ゲームに生かせるような良い動きの映像を資料として見せたりするのは

有効なのではないかと考えた。また、「運動の特性」を意識させて、前ゲームを生かした

作戦や練習をさせるために振り返りで活用するチームカードを工夫した。 

○ その他 

教師自身が運動の特性を把握するために、体育実技研修会の充実を図った。 

 

＜日常的な体力向上の取り組みの充実＞ 
年間指導計画を作成し、業間体育の充実等を通して体力向上を図った。 

   

 

（４） 研究構想図 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 体育実技研修会の充実 

＜本校の教育目標＞  

・じょうぶな子ども ・助け合う子ども ・考える子ども ・やりぬく子ども 

＜研究主題＞ 

運動の楽しさから 生きる力の育成へ  
― 運動の特性を重視した指導の工夫と体力の向上 － 

～ ゲーム・ボール運動を通して ～ 
 

 

＜社会の要請＞ 

・運動能力と体力向上 

・運動の二極化の解消

等 

学習指導要領・体育科の目標 

＜研究仮説＞  

子どもたちに「運動の特性」を味わわせることによって、より運動の楽しさを感じるこ

とができるようになり、運動に親しむ資質や能力の基礎が育ち、生きる力が育成され

るであろう。 
 

＜新宿区教育ビジョン＞ 
・豊かな心と健やかな体づ

くり 

＜目指す児童像＞                               
低学年：運動の楽しさを感じる子ども 
中学年：運動の楽しさを感じ、自らの動きに生かすことのできる子ども  
高学年：ともに学び合うことで運動の楽しさを感じ、技能を身に付ける子ども 

豊かなスポーツライフの実現 

 

◇ 年間指導計画の作成 
◇ 業間体育の充実 
◇ 全校掲示物の工夫     
◇ アスリートの招聘 
◇ 地域の協力      

① 学習過程の工夫（ＭＴＭの流れ） 

② ゲーム設定の工夫 

③ 教師の指導・助言の工夫 

④ 振り返り→作戦タイム→練習の充実

実 

＜本校の児童・地域の実態＞ 

＜研 究 内 容＞ 

運動の特性を学ばせる体育授業の充実 

 

日常的な体力向上の充実 

 


